
「我々の世界を変革する」（Transforming Our World）
SDGs = 2030アジェンダの実施における

NGOの役割

動く→動かす
稲場 雅紀



SDGsの世界認識

★「ミレニアム開発目標」
の世界認識

 グローバリズムの成果が不均等
に配分されているので、それを
正すことで、よりよい世界が実現
する（ミレニアム宣言）

 ７つの主要な目標（平和、人権、
国連の強化…）から「開発＋貧
困の解消」を特出し
 目標を８つに絞る

 指標、数値目標、期限を設
定⇒評価可能にする

 一方、法的強制力は設けず
方法論も指定しない

★「我々の世界を変革す
る」（SDGs）の世界認識
 世界を持続的かつ強靭な道筋に
移行させるために大胆かつ変革
的な手段をとる。
 経済・社会・環境の三側面が
対象

 ５つのP（人間、惑星、繁栄、
平和、パートナーシップ）

現代世
界＝持
続不能

持続可
能でレジ
リエント
な世界

変革的移行

現代世界の
行く末に強
い危機感



変革主体としてのNGO・市民社会

★どんな方向への変革が必要なのか？
 あらゆる貧困・飢餓をなくす
 地球が将来の世代の需要を支えることができるように管

理し、破壊から守る
 恐怖・暴力から自由な、平和で公正かつ包摂的な社会

を作る

★この変革をもたらす「力」はどこから生まれるか？

政府セ
クター 民間営

利セク
ター市民社

会セク
ター

「変革」に関する役割とネックは？

それぞ
れの「
根拠」
は何か
？

各セクターは
どのように
動くのか？



NGO/NPO、市民社会の役割
PLA
N

DO

CHEC
K

ACT

PDCAサイクル

「Check」（評価）
と「ACT」（改善）
は誰がやるのか

？

実 施
 「住民」の細かなニーズを
とらえ、行政にできない
サービスを提供する。

 小回りの利く存在。

評価
問題提起
★適切に評価でき
るには「独立」が大

事

★既得権に切り込
むことが必要

政策
アドボカシー
★評価・問題提起を
踏まえた政策提言

★新たな可能性の
創出

触媒
（カタリスト

）

「チェンジメーカー」である
ゲイツやソロスは、なぜ「
市民社会」を支援するの
か？レジリエントな（可塑的で回復力がある）社会



「変革」に不可欠なセクターとしての
NGO/NPO・市民社会

市民社会・
NGO/NPO

マスメディア行政

市
場

★存在する「問題」を言語
化して抽出し提起する。
・相手にされないことも。

・提起し続けること、自らキ
ャンペーンを展開すること
で課題を浮揚させる

＜例：貧困問題＞
・ブラック企業
・非正規就労
・ホームレス問題

＜法・政策への反映＞
・公害対策基本法
・自殺対策基本法
・子供の貧困対策法

＜市場形成による主流化＞
・LGBTの人権
・途上国の保健医療
・炭素市場

★市民社会の新たな重要性：NPO/NGOは、SDGsの「本質」
である「変革」を生み出すための＜不可欠な存在＞。


